「ラベリングの障害学」
―ラベリング理論から考察する当事者幻想論―
山内　裕史（慶應義塾大学SFC研究所　哲学者）
0． 哲学者は障害学（主に精神障害）に対して何ができるか

・非臨床家（非精神科医、非臨床心理士など）としての「限界」と「スタンス」。
・社会理論の「創造」とその提唱が哲学者にできることか。
・その試作段階としての「ラベリングの障害学」。

１．当事者幻想論とは何か
・障害者解放運動から当事者運動という退化。

・当事者同士だから無条件にわかりあえるは幻想。だけれど「本人」はひとり。
・権威化される当事者。非当事者に対する排他・服従。

・共同幻想は当事者の傲慢と非当事者の無関心からできる。

・家族会、兄弟姉妹会、当事者会、作業所、社会運動に見られる「当事者至上主義」。
参考：豊田正弘「当事者幻想論」。
2． ラベリング理論とは何か
①　ベッカーの「アウトサイダー」（『アウトサイダーズ』）
・「まなざす側」（精神科医、警察などの側）の研究。「アウトサイダー」は「まなざす側」のルールの規定によってつくられる。はじめから「アウトサイダー」という人がいるわけではない。

・逸脱者の「現在」（いま・ここ）との対話。ラベリングの生成過程である「現在」で対話をすることで、過去（環境）や未来（矯正）に拘束されない理解の姿勢。
・その結果、「常識」が覆り「別の現実」が見えてくる。
2 ゴッフマンの「スティグマ」（『スティグマの社会学』）
・「スティグマ」のもともとの意味は「烙印」。古代ギリシャでは、道徳的に異常である人や、悪いところがある人に対して懲罰の意味で烙印が押される。現在では属性そのものを意味する。

・スティグマはその人の「一部」。だがスティグマはその一部から全人格化、全体化する。スティグマは人間の「関係性」（地と図）の中での作用とその見方。
3 レインの「社会的現象学」（『経験の政治学』）
・社会的現象学は社会において複雑化する人間関係の中で「我」と「汝」、自己と他者の関係を再生させる。

・社会的に不適応で他者から了解不能となった者は精神病のレッテルが貼られる。そして疎外され、最後に許しを請う場所が精神科。
・レッテルは「非現実」。悪、欺瞞、空虚を生み出す。その非現実との戦い。自己と他者が「対話」をすることによって、お互いの「経験」を引き出して覚醒することで、その非現実とは戦える。
4 フーコーの「監禁される狂人」（『狂気の歴史』）
・狂人（精神病者、自殺志願者、同性愛者、放蕩者、魔術師など）は文芸復興期（15世紀半ばから17世紀半ばまで）では非現実のもの（阿呆船）であったが、古典主義時代（17世紀半ばから19世紀初めまで）になると大監禁というかたちで現実のものになる。
・古典主義時代の大監禁。非理性のレッテルのもとに狂人は監禁される。この大監禁はレッテルのもとに政治的な権力が行使される良い例。
⑤　田中・深谷の「意味づけ論」（『＜意味づけ論＞の展開』）
・ラベルは「集合」や「平均化」なので、個という差異を消去してしまう。

・「一般化」、「差異化」、「典型化」によって、ステレオタイプは作られる。ラベリング＝ステレオタイプは「学習プロセス」なので、私たちはそこから自由にはなれない。

・ラベルを通して個を見ることから、個を個として見ることへ。ラベルの使用は、妥当性への問いかけである。

3． まとめ　ラベリング理論から考察する当事者幻想論
・当事者幻想はラベリングの力によって作られる。「当事者」はひとつのラベリング。「非当事者」もまたラベリング。
・無条件で当事者同士だから「わかりあえる」と思うのも、非当事者だから「排斥」するのも、「当事者」というラベリングを通して見るからそう思えること。
・ラベリングは自分とは異なる他者を「排斥」する力を持つ。例えば、ベッカーのアウトサイダー、ゴフマンのスティグマ、レインの精神科行き、フーコーの大監禁。
・ラベリングは自分が社会的に何者であるかの所属をもらうことであり、その意味で自己意識の確立としてある。参考：『障害学の主張』ニキリンコ。
・当事者幻想は個と個が向き合うことをなくし、個を殺した統合化をする。その結果として、視野が狭まるので、社会的現実を変えることはない。まさにラベリングが生み出す悪循環。
・ラベリングのあり方を意識して、個と個が向き合うことによって、当事者幻想は解消される。「当事者」以外ともわかりあえるし、「幻想」を必要としない安定感のある「現実」を生きていける。
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